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金
剛
寺
蔵

『
和
漢
朗
詠
集
」

(零
冊
)
を
め
ぐ

っ
て

後

藤

昭

雄

一

金

剛
寺

(
大
阪
府
河
内
長
野
市
)

に

『
和
漢
朗
詠
集
』

の
写
本
を
伝
え
る
。

巻
下

の
み
の
、

し
か
も
首
部
を
欠
く
零
冊

で
、
書
写
年
時
も
室
町
時
代

に
下
る

が
、
興
味
あ

る
内
容
を
持

っ
て
い
る
。
紹
介
し

て
、
そ

の
文
学
史
的
意
義

に

つ

い
て
考

え
て
み
た
い
。

書
誌
。

一
冊
。
縦
二

四

・
四

㎝
、
横

一
五

・
二

㎝
。
薄

様

の
料
紙

を
袋
綴

に

し
た
仮
綴
装
。
た
だ
し
、
紙
繕
が
切
れ

て
、
末
尾

の
数
葉

が
失

わ
れ
て
お
り
、

現
存
す
る

の
は
三
十
三
丁
。
別

に
分
離

し
た

一
葉

が
あ
る
。

本
書
は
現
在
は

「
論
義

」
を
書
い
た
書
冊

と
し
て
存
す

る
。
す
な

わ
ち

『
和

漢
朗
詠
集
』
を
書

い
た
紙

を
裏

返
し

て
、

こ
れ
を
料
紙

に
用
い
て

「論
義
」
を

書
写
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
『和
漢
朗
詠
集
』
は
現
状

は
紙
背

に
書
写

さ
れ
た
か

た
ち

で
存
す
る
。

現
状

の
表
紙

に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

宝

口

尺
論
第

二
論
義

非

一
非
異
々
類
相
望
事

三
自
大
乗
事

根
本
無
明
別
用
事

四
無
為
別
依
事

能
摂
如
来
蔵
事

(重
)

二
口
能
所
依
事

本
書

は

「釈
論
」
す
な
わ
ち

『
大
乗
起
信
論
』

の
注
釈

で
あ
る

『
釈
摩

詞
街

論
』

に

つ
い
て
の

「論
義
」
を
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
紙
背

に

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
が
書
写
さ
れ

て
い
る
。

毎
半
葉
七
行
書

き
。

一
行
十

四
字
。

「
論
義
」

の
表
紙

の
裏
が

『
和
漢
朗
詠
集
」

の
末

尾
と
な
り
、
次

の
尾
題

と

奥
書
が
あ
る
。

和
漢
朗
詠
集
巻
下

干
時
応
永
元
年
九
月
廿
八
日

愛
若
丸
十
五
オ

「
論
義
」
と
し
て
は
末
尾
を
失

っ
て
い
る
が
、
『和
漢
朗
詠
集
』
と
し

て
は
首

部
を
欠
く

こ
と

に
な
る
。

三
十

三
丁
の
裏

が

『和
漢
朗
詠
集
』

の
現
状

の
最
初

と
な
る
が
、
巻
下

・
暁

の
第

三
首
、

(1
〉

姻
厳
粧
金
屋
之
中
、
青
蛾
正
画
。
罷
宴
慶
錘
之
上
、
紅
燭
空
鯨
。
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か
ら
初
ま
る
。
謝
～
姐

の
詩

句
を
欠

く
が
、

現
存
部

か
ら
推

測
し
て
二
丁
が
失

わ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
と
も
関
り
、
の
ち
に
改

め
て
考

え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
が
、

本
書

は
詩
文

句

の
み
を
書

き
、
和
歌

は
書

か
れ

て
い
な

い
。

ま
た
、
本
文

の
み
を
書

き
、
多

く
の
写
本

が
持

つ
題
注
、
作
者
注

は
書
か
れ

て
い
な

い
。

初

め
か
ら
三
丁

(鶴

・
姻

ま

で
)

は
返
点
、
声
点
、
合
符
、
と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に
送
り
仮

名
が
付

さ
れ

て
い
る
。
返
点
、
声

点

は
墨

の
上
を

さ
ら

に
朱

で
な

ぞ

っ
て
い
る
。

書
冊
と
分
離
し

て
し

ま

っ
て
い
る
が
、
目
録
を
書

い
た

一
紙
が
存
す
る
。

こ

れ
に
は
紙
背

に
は
何
も
書
写

さ
れ

て
い
な

い
。

和
漢
朗
詠
集
巻
下

愛
若
丸
之
自
筆
也

雑
風

雲

晴

暁

松

竹

草

鶴

猿

(
以
下
略
)

の
よ
う

に
、
目
録
を

一
丁

の
表
裏

に
書

く
。
類
題

す

べ
て
に
朱

で
合
点
が
付
さ

れ

て
い
る
。
ま
た
書
名

の
下

に
、
奥
書

と
同
じ
く
、
「愛
若
丸
」
の
書
写

に
な

る

こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
、
本

書
に
書

か
れ
た
詩
句

に

つ
い
て
、

}
応
概
観
し

て
お

こ
う
。

現
在
通
行

の
刊
本

の
底
本
と

さ
れ
て
、
標
準
的
な

テ
キ

ス
ト
と
な

っ
て
い
る

伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
装

二
冊
本

『
倭
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
と
対
比
し

て
み
る
と
、

排
列

に

つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
異
同
が
あ

る
。

蝟
と
捌

の
間

に
、

「
琴
商
改
曲
吹
煙
後
、

瀟
蘇
催
心
学
雨
辰
」

の

一
聯

が
あ

る
。
こ
れ

は
、
堀
部
正

二
編
著
、
片
桐
洋

一
補

『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』
(大
学
堂

書
店
、

一
九
八

一
年
)

に
よ
れ
ば
、

前
田
家
蔵
伝

二
条
為
氏
筆
本

・
岩
瀬
文
庫

蔵
延
慶
本

・
古
梓
堂
文
庫
蔵
嘉
暦
本

・
伝
藤
原
公
任
筆
益

田
切
も
同
じ
。

粥

・
姻
が
前
後
し

て
婚

・
媚

の
順
と
な
る
。

鵬

・
脚

の
間

に
謝
が
入
る
。

麟

・
鵬
が
麟

・
獅

の
順
と
な
る
。

㎝

・
胴
が
磯

・
㎝

の
順
と
な
る
。

鯉
が
鵬

の
次

に
あ
る
。

敬

・
脇

の
間

に
㎝
が
入
る
。

鵬

「
千
里
往
来
征
馬
痩
、
十
年
離

別
故
人
稀
」
を
欠
く
。

こ
れ

は
御
物
伝
藤

原
行
成
筆
巻

子
雲
紙
本

も
同

じ
。

燭

・
鵬
が
鵬

・
鵬
の
順
と
な

る
。

こ
れ

は
前
田
家
蔵
伝
寂
然
法
師
筆
本

も
同

じ
。鵬

・
脚
が
枷

・
糊

の
順
と
な

る
。

詩
句

の
排
列

に

つ
い
て
、
以
上

の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
が
、

注
記
し
た
三
条

以
外

は
同

じ
排
列
を
持

つ
本

は
な

い
。
ま
た
同
じ
排
列
と
な

っ
て
い
る
上

記
三

条

に

つ
い
て
も
、

み
な
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な

っ
た
本

で
あ
り
、

三
条
を
通
し

て
あ

る

一
本

と
共

通
す

る
と

い
う

こ
と
は
な

い
。
す

な
わ
ち
詩
句

の
排
列

を
通
し

て
、
本
書
が
あ
る
特
定

の
本
と
近
縁
関
係
に
あ
る
と
い
う
よ
う
な
事
実

は
見

い

だ
し
え
な

い
。

ま
た
、
詩
句

の
本
文

に

つ
い

て
、
同

じ
く
伝
行
成
筆
粘
葉
装

二
冊
本
と
比
較

し

て
み
る
と
、
少

な
か
ら
ぬ
異
同

が
存
す

る
が
、

そ
れ
を

一
つ

一
つ
指
摘
し

て

も
、

さ
し
て
意
味

の
あ

る
こ
と
で
は
な

い
だ

ろ
う
。
と

い
う

の
は
、
本
書

は
室

町
時
代
、
応
永

元
年

(
=
二
九

四
)

の
書
写
本

で
あ
る
が
、

一
方

に
、
上

述

の

伝
行
成
筆
本

に
代
表

さ
れ

る
平
安
朝
期

の
古
写
本
が
少

な
か
ら
ず
伝
存
す

る
か

ら

で
あ

る
。

周
知

の
よ
う

に
、
『和
漢
朗
詠
集
』
に
は
古
写
本
が
多
く
伝
存

す
る
。
岩
波
文

庫
本

・
日
本
古
典
文
学
大

系
本

・
新
潮

日
本
古
典
集
成
本

の
底
本
と
な

っ
て
い
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る
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
二
冊
本
、
御
物
伝
行
成
筆
雲
紙
巻
子
本
、
御
物
伝
藤
原

公
任
筆
巻
子
本

(
以
上
完
本
)
、
伝
行
成
筆
関
戸
本

(本
来
完
本

で
あ

っ
た
が
、

現
在
は
裁

断
さ
れ

て
関
戸
切
)
、
陽
明
文
庫
蔵
伝
行
成
筆
近
衛
本

(下
巻

の
大
部

分
)
、
伝
行

成
筆
伊
予
切

(上
下
巻

の
大
部
分
)
な
ど

は
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
が

成
立

し
た
の
と
同
じ
十

一
世
紀

の
書
写

に
か
か

り
、

や
や
遅
れ

て
、
永
暦
元
年

二

一
六
○
)
写
世
尊
寺
伊
行
筆
葦
手
下
絵
本

、
伝
藤
原
定
頼
筆
本

(
山
城
切
)

が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
古
筆
切
れ
と
し

て
遺
存
す

る
も

の
は
、
撰
者
公
任

の
書

写

と
称
す

る
も

の
が
十
本
近
く
あ
り
、
同
時
代

の
行
成
筆

と
伝
え
る
も
の
も
五
本

が
残

る
。

こ
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
古
写
本

の
伝
存

の
状
況

の
も
と

で
は
、
室

町
期
書
写

の
本
書

の
本
文

の
性
格
を
細
か
く
吟
味
す
る

こ
と
は
意
味

の
あ
る

こ
と
で
は
な

い
だ

ろ
う
。

二

で
は
本
書

は

い
か
な
る
意
義

を
も

つ
の
か
。

そ
れ
は
奥
書

の
記
載

に
あ
る
.
改

め
て
引
く
と
、

干
時
応
永

元
年
九
月
廿
八

日

愛
若
丸
十
五
才

と
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
本
書

は
十
五
歳

の
愛
若
丸
な
る
者

の
手

で
書
写
さ
れ
た

も
の

で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と

に
、

つ
ま

り
本
書
が
ト
五
歳

の
少
年

の
手

に
な
る

写
本

で
あ

る
こ
と
に
意
義

が
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。

最
近
、

諸
家

に
よ

っ
て
説
か
れ
る

こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
が
、

『和

漢
朗
詠

集
』

は
、
中
世

に
あ

っ
て
、
児
童

の
た
め

の
教
科
書
と
し

て
用

い
ら
れ
た
。

こ

(2
)

の
こ
と

は
、
最
初
、
桃
裕
行
氏

に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
太
田
晶
二
郎
氏

が

(3
)

 さ
ら

に
そ
の
こ
と
を
詳
細

に
説

い
て
い
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』

は

『
千
字
文
』
『李
嬌

百
詠
』
『蒙
求
』
「
新
楽
府
」
な
ど
と

共

に
、
幼
学
書
と
し

て
用
い
ら
れ
た
。

そ
の
例
証
も
両
氏

に
よ

っ
て
す

で
に
指

摘
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
こ

で
も

そ
の
記
事
を
引
載
し

て
み

よ
う
。

ま
ず
、
藤

原
定
家

の

『明
月
記
』
寛
喜

二
年

(
一
.
一三
○
)
三
月
十
二
日
条

に
、

昨
今
書

二朗
詠
上
巻

一又
点
レ
之
。
為
二
小
童
読
書

一也
。
凌

う老
眼

一終

レ功
。

と
あ

る
。
桃
氏

は

「
小
童
」

に
定
家

の
孫
為
氏
を
比
定
す
る
が
、

と
す
れ
ば
、

こ
の
時
九
歳

で
あ

る
。

(4
)

次

い
で
、

「
田
中
宗
清
書
状
」

(
『大

日
本
古
文
書

石
清
水
文
書
之
五
』

所

収
)

に
、

八
歳
小
法
師
教
清
ム.嫡
弟
楽
府
朗

詠
を
可
レ
読
之
由
存
候
。

(七
月

二
卜
九

日

付
)

教
清

二
付
候
法
師
、

随
二身
楽
府
朗
詠

一参
上
候
。

可
レ
有
二
御
教
訓

皿候
。

(七
月
三
十
日
付
)

と
見
え
る
。
八
歳

の
教
清

の
読
書

の
テ
キ

ス
ト
と
し

て
、
白

居
易

の

「
新
楽
府
」

と
共

に

「
朗
詠
」

が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

(
5
)

真
宗
本

願
寺

第
三
世

の
覚
如

の
絵
伝

『
最
須
敬
重
絵
詞
』
.
一、
第
三
段

に
次

の
記
述

が
あ
る
。

文
永
十

一
年
秋

ノ
此

ニ
ヤ
、
光
仙
御
前
五
歳

ニ
テ
始

テ
朗
詠
集

ヲ
ウ
ケ
給

ケ

ル
ヨ
リ
、

イ
ク

バ
ク
ノ
日
月

ヲ

ヘ
ス
四
部

ノ
読
書

ノ
功

ヲ
ヲ

へ
、
其

外

ノ
小
文

ナ
ト
モ

ヨ
ミ
給

ケ
リ
。

光
仙

は
覚
如

の
童
名
。
文
永
十

一
年

は

一
二
七
四
年
。

こ
こ
に

「朗
詠
集
」

の
名
と

と
も
に

「
四
部

ノ
読
書
」

の
文
字
が
あ
る
が
、

こ
こ
に

い
う
四
部

が
、

従
来
考

え
ら
れ

て
い
た

『大
学
』
『論

語
』
『
孟
子
』
『
中
庸
』
の
い
わ
ゆ
る

「
四

書
」
を

い
う
の
で
は
な
く
、
次

に
引
く

「
後
宇
多
院
御

遺
告
」

の
記
事

に
基

づ
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い
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
初
め
と
す
る
四
種

の
幼
学
書

で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か

に
し
た

の
が
、
前
述

の
太
田
晶
二
郎
氏

の

「
「
四
部

ノ
読
書

」
考
」

で
あ
る
。

次

に
そ
の

「後
宇
多
院
御
遺
食

で
あ
る
が
・
「
諸
弟

子
等
」
に
示
し
た

「応

二

勤
護

一当
時
教
法
後
代
内
外
事
二
十
五
箇
条
状
」

の

一
つ
に
、

一
童
子
成
立
及
可
レ
令
レ
習
二
請
五
悔
等

う縁
起
第
十

一

…
…
、
外
教
則
千
字
文
、
百
詠
、
蒙
求
、
和
漢
朗
詠
、
世
俗
常
所

レ
充
二幼

学

一也
。
其
後

一
史

一
経
、
文
選
、
必
可

学
習

「之
。
為
レ
知
二
文
章

連
句
賦

詩

一、
尤
為
二
要
椹

う。

と
あ
る
。

こ
こ
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が

『
千
字
文
』
『
李
嬌
百
詠
』
『
蒙
求
』
と

並

ん
で
、

「幼
学
」

に
充

て
用

い
る
べ
き
教
科
書
と
み
な
さ
れ

て
い
た

こ
と
が

は

っ
き

り
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

そ
う
し

て
、
先
立

っ
て
あ
げ
た

『
明
月
記
』

「
田
中
宗
清
書
状
」

『最
須
敬
重
絵
詞
』

の
記
事

は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
実

際

に
少
年

の

「読
書
」

の
た
め
に
用

い
ら
れ
た

こ
と
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代

に
か
け

て
、
『和
漢
朗
詠
集
』
は
幼
学
書

と
し

て
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
ま

で
そ
の
こ
と
が
上
述
し
た
よ
う
な
文
献

の
記
載

に
基
づ

い
て
述

べ
ら
れ

て
い
た

の
で
あ

る
が
、
十
五

歳

の
愛
若

丸
な

る
者

に

よ

っ
て
書

写
さ
れ
た
、

こ
の
金
剛
寺
蔵

の

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
ま
さ

に
そ

の

記
述
を
裏
付

け
る
実
物

そ
の
も

の
と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
。

三

 

金
剛
寺
本

『和
漢
朗
詠
集
』

は
、
中
世

に
お

い
て
、

こ
の
書
が
幼
学

書
と
し

て
用

い
ら
れ

て
い
た

こ
と
を
、
存
在

そ
の
も

の
に
よ

っ
て
、
雄
弁
に
も

の
語
る

貴
重
な
資
料

で
あ

る
と

い
う

こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
を
端

的
に
示
す

の
が
前
述

の
奥
書

で
あ

る
が
、
も
う

一
点
を
指
摘

で
き
る
。

そ
れ

は
、
本
書

に
は
詩
文
句

の
み
が
書
写
さ
れ
、

和
歌
は
書

か
れ

て
い
な
い

と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

前
述

の
幼
学
書
と
し

て
の
四
部

の
書
、
加
え

て

「新

楽
府

」
は
、
『和
漢
朗
詠

集
』
を
除

い
て
は
、

い
ず
れ
も
中
国
撰
述

の
書

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改

め
て

い
う
ま
で
も
な

い
こ
と

で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

の
書
は
、
児
童
が
漢
字
、
詩
文
、

中
国
故
事
等
を
学

ぶ
た
め

の
も

の
と
し

て
用

い
ら
れ
た
。
同
様

の
教
科
書

と
し

て
用
い
ら
れ
る
と
き
、

『
和
漢
朗
詠
集
』

は

そ
の
詩
文
句

の
み
が
必
要

と
さ
れ

て
、
和
歌

の
部
分

は
必
要
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
考
え

て
く
る

と
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
文
句

の
み
を
書

く
本
書

は
、
詩
文
を
学
習
す
る
た
め

に
書

写
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と

み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
詩
文
句

の
み
を
書
写
し

た

『
和
漢
朗
詠
集
』

の
伝
存
と
い
う
事

実

に
接

し
た

の
ち

に
顧
れ
ば
、
前
述

の

「
小
童

の
読
書

の
為
」

に
定
家

が
書

写

し
た

「朗
詠
上
巻
」
、

ま
た
教
清

が
読

ん
だ

「
朗
詠
」
、
光
仙
が
教
導
を
う
け
た

「朗
詠
集
」

は
い
ず

れ
も

そ
の
詩
文
句
だ
け

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
詩
文
句

の
み
を
書

い
た

『
和
漢
朗
詠
集
』

の
存
在
は
次

の
よ
う
な

こ

と
と
も
深
く
関
連
す

る
も

の
で
あ

ろ
う
。

『和
漢
朗
詠
集
』

に

つ
い
て
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世

に
か
け

て
、
多

く
の
注
釈

が
作

ら
れ
た
。

ま
ず
院
政
期

の
大
江
匡
房

に
よ

る
、

い
わ
ゆ
る

「
朗

詠

江
注
」

が
あ
り
、

や
や
後
れ

て
信
救

の

『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
が
作

ら
れ
、

平
安
末
鎌
倉
初
期

に

『和
漢
朗
詠
註
抄
』
、

つ
い
で
、
い
わ
ゆ
る

「永
済
注
」
が

成
立
す

る
。

こ
の
う
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
に

つ
い
て
、
三
木
雅
博
氏
は
先
行

の

「
江

注
」

と
比
較
す

る
こ
と
を
通
し

て
そ
の
性
格
を
明
ら
か

に
し
、

こ
の
注

が

『李

嬌
百
詠
』

や

『
千
字
文
』

の
注
と
同
じ
く
、
初
学
者

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
注

釈

で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
う
し

て
ま
た
、
『
私
注
』
が

『和
漢
朗
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詠
集
』

の
詩
文

の
み

に
施
注

し
、
和
歌

に

つ
い
て
は
、
注

は
も
と

よ
り
本
文

さ

え
も
記
し

て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
あ
げ

て
、

こ
の
こ
と
も

『
和
漢
朗
詠
集
』

が
漢

学

の
入
門
書

と
し
て
用
い
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ

ろ
う
と
述

べ
て

い
る
。

上
述

の
ご

と
く
、
私
も
全

く
三
木
氏
と
同
様

に
理
解
す
る

の
で
あ
り
、
書
写

年
代

は
か
な
り
降

る
も

の
の
、
詩
文
句

の
み
を
書

い
た
金
剛
寺
本

『
和
漢
朗
詠

集
』

は
、

ま
さ
に
三
木
氏

の
推
測
を
裏
付
け
る
証
例

の
出
現
と

い
え
る

の
で
あ

る
が
、
朗
詠
注

に
お
け

る
詩
文
句

の
み

に
対
す

る
施
注
と

い
う

こ
と
は
、

ひ
と

り

『私
注
』

に
限

っ
て
の
こ
と

で
は
な

い
。

平

安
末
期

か
ら
中
世

に
至

る
朗
詠

注
を

一
覧
す

る
の

に
恰
好

の
も

の
と
し

て
、
資
料

の
博
捜

の
う
え

に
、

こ
れ
を
系
統
づ
け
た
黒
田
彰

氏

の
労
作

が
あ
る

が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
朗
詠
注

に
は
む
し

ろ
詩
文

の
み

の
注
が
多

い
。
『和
漢
朗

詠
集
私
注
』
は
前
述

の
通
り

で
あ
る
が
、
ま
た

『
和
漢
朗

詠
註
抄
』
、
「永
済
注
」
、

和
談
抄
系

の
静
嘉
堂
本
、
書
陵
部
本
系

の
諸
本
、
見
聞
系

の
天
理
本

・
京
大
本

な
ど
、

い
ず
れ
も

そ
う

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
見

て
く
る
と
、
最
初

の

「
江
注
」

は

『和
漢
朗
詠
集
』

の
テ
キ

ス
ト
に
勘
物

の
か
た
ち

で
注
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
『朗
詠
集
』
本
来

の

姿
を
保

っ
て
い
る

の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
る
が
、
『和
漢
朗
詠
集
私
注
』
以
下

の

単
行

の
朗
詠
注

で
は
、
詩
文
句

の
み

の
注

で
あ
る
の
が
む
し
ろ
常
態

で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

朗
詠
注
か
ら
う
か
が
わ
れ
る

こ
の
よ
う
な

『和
漢
朗
詠
集
』

の
享
受

の
あ
り

方
を
、
『和
漢
朗
詠
集
』
の
テ
キ

ス
ト
そ

の
も

の
と
し

て
示
し

て
い
る

の
が
、
金

剛
寺
本
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

四

も
う

一
つ
、
本
書

が
金
剛
寺
と

い
う
真
言
宗
寺
院

に
伝
存
し

て
い
る
と

い
う

こ
と
の
意
味

を
考

え
て
お
こ
う
。

こ
こ

で
改

め

て
確
認

し
て
お
く
と
、
第
二
節

で
述

べ
た
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が

幼
学
書

と
し

て
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
も

の
語
る
証
例
と
し

て
指
摘
さ
れ

て

い
る
四
項

の
記
事
も
、
『
明
月
記
』
の
場
合
を
除

い
て
は
、
い
ず
れ
も
僧
と
な
る

べ
き
童
子

の
た
め

の
初
学
書
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
と

に

「
後
宇
多
院
御
遺
告
」

に
は
、

「先
づ
俗
教
を
教

ふ
。

…
…
、
外
教
は
則
ち
」
と
し

て
、

『
千
字
文
』

以

下

の

「
四
部
」
を
あ
げ

て
い
て
、
そ

の
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。

す
な

わ
ち
、
僧
侶
が
漢
文
を
学
ぶ
た
め

の
基
礎

的
階
梯
と
し

て
こ
れ
ら
幼
学

書
が
存
し

た
わ
け

で
あ

る
が
、
金
剛
寺
蔵

『
和
漢
朗
詠
集
』

は
、
寺
院

に
伝
存

し
て
い
る
と

い
う
事
実

に
よ

っ
て
、
も

の
そ
れ
自
体

が
そ

の
こ
と
を
よ
く
も

の

語

っ
て
い
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
」
と
寺
院
と

の
関
係

に

つ
い

て
は
、
前
述

の
朗
詠
注

に

つ
い

て
も
看
取

さ
れ

る
こ
と

で
あ
る
。
先
学

の
考
察

が
す

で
に
備

わ
る
が
、
『和
漢
朗

詠
集
私
注
』

は
、
奥
書

に
よ
れ
ば
、
釈
信

阿

(信
救
)

が
あ
る
禅
門

の
依
頼

に

応
じ

て
編
纂
し
た
も

の
で
あ
り
、
三
木
氏

は
、

こ
の
こ
と
と
注

の
性
格

の
検
討

と

に
基
づ

い
て
、
本
書
を
、
寺
院

の
幼
童

が
漢
学

の
入
門
書
と

し
て

『
和
漢
朗

(
11
)

詠
集
」
を
学

ぶ
際

の

テ
キ

ス
ト
と
規
定
し

て
い
る
。
っ
水
済

腔
㌦
の
永
済

は
南
山

無
動
寺
あ
る

い
は
南
都
南

山
律

の
学
匠

と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
和
談
鋤
」

に

つ
い
て
も
、
近
江
神
崎

郡

の
善

勝
寺

と
い
う
天
台
寺
院

に
ゆ
か

り
を
も

つ
と

さ
れ
輪
αコ
さ
ら

に
書
陵
部
本

に

つ
い

て
は
、
山
崎
誠
氏

が
、
諸
本

の
奥
書

の
分

析
を
通
し

て
、
中
世

の
天
台
談
義

所
と
深
い
関

り
を
有
す

る
こ
と
を
明
ら
か

に
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(14
)

し

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
朗
詠
注

を
め
ぐ

っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
寺
院
、

こ
と

に
天
台
と

南
都

の
寺
院
と
深

い
関
係

に
あ

る
こ
と
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
が
、
金

剛
寺
本

は
、
『和
漢
朗
詠
集
』
が
ま
た
真
言
宗
寺
院

で
読

ま
れ
学
ば
れ

て
い
た

こ
と
を
示

(15
)

す
証
例

の

一
つ
で
あ
る
。

そ
の

こ
と
は
、
本
書

が
金
剛
寺

に
襲
蔵

さ
れ

て
き
た
と

い
う

こ
と

に
す

で
に

示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
が
、
ま
た
、
本
書

の
現
状
が
翻

し
て

『
釈
摩
詞
術
論
』

の

「論
義
」
を
書
写
し

て
い
る
と

い
う
事
実
が
、

こ
の
書
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
真

言
僧

の
手
沢

に
か
か

る
こ
と
を
明
白

に
も

の
語

っ
て
い
る
。

と

い
う

の
は
、
『
釈
摩
詞
術
論
』
は
次

の
よ
う
な
来
歴

を
も

っ
た
経
典

だ
か
ら

(16
)

で
あ

る
。
龍
樹
作
、
筏
提
摩
多
訳
と
さ
れ
る

『
釈
摩
う詞
術
論
』

は

『大
乗
起
信

論
』

の
注
釈

で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
末

期

に
、
淡
海

三
船

が
偽
撰

で
あ
る
と
論

難
を
加
え
た

の
を
端
緒
と
し

て
、
そ

の
真
偽
が
争

わ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
す

な
わ
ち
、
平
安
以
降
、
天
台

で
は
偽
撰

と
し
た
の
に
対

し
て
、
空
海

が
真
言
所

学

の
論
と
定
め
た

こ
と
か
ら
、
真
言
宗

ま
た
南
都
諸
宗

で
は
、
所
依

の
経
論
と

し

て
尊
重
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な

『
釈
摩

詞
術
論
」

の

「論
義
」
を
書
写
す

る
料
紙
と
し

て

『
和

漢

朗
詠
集
』

の
紙
背

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

金
剛
寺
蔵

『和
漢
朗
詠
集
』

の
も

つ
文
学
史
的
意
義
は
、
お
お
よ
そ
以
上

の

よ
う
な
も

の
で
あ

ろ
う
。

〔

注
、一

 

(1
)
大
曽
根
章
介
校
注
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
本

(
一
九
八
三
年
)
の
作
品
番
号
。

『上
代
学
制

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九

四
七
年
)
。

「「
四
部

ノ
読

書
」
考
」

(『太

田
晶

二
郎
著
作
集
』
第

一
冊
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九

九

一
年
、
初

出
は

一
九

五
九
年
)
。

執
筆
年
時

が
未
詳

で
あ
る
が
、
紙
背

に
天
福
元
年

(
=

二
三
二
)
五
月

の

「
宮
寺

縁
事
抄
所

々
神
領
訴
訟
神
事
違
例
事
」
を
書
く
。
ま
た

『石
清
水
祠
官
系
図
』
(続

群
書
類
従
巻
百
六
十
九
)

に
よ
れ
ば
、
教
清

は
文
暦
二
年

(
一
二
三
五
)
八
月
、

修

理
別
当
と
な

り
、
嘉
禎
三
年

(
一
二
一二
七
)
三
月
四
日
、
権

別
当

に
転

じ
て
い

る
。

こ
れ
ら

に
よ

っ
て
お
お
よ
そ

の
年
代

は
知
ら
れ
る
。

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
、
延
宝
三
年
写
本

に
よ
る
。

『
震
翰
栄
華
』

(
一
九

四
二
年
)

に
よ
る
。

太
田
次
男

「釈
信
救
と

そ
の
著
作

に

つ
い
て
」

(『斯

道
文
庫
論
集
』
五
輯
、

一
九

六
六
年
)、

黒
田
彰

「江
談
抄

と
朗
詠
江
注
」、

「〈朗
詠
古
注
〉
管
見
…
永
済
注

に

つ
い
て
」

(『中
世
説
話

の
文
学
史
的
環
境
』
、
和
泉
書
院
、

一
九
八
七
年
)、
山
崎

誠

「「和
漢
朗
詠
註
抄
」
孜
」

(『中
世
学
問
史

の
基
底
と
展
開
』
、
和
泉
書
院
、

一

九
九
三
年
)
な
ど
。

「「
和
漢
朗
詠
集

私
注
」

の
方
法
」

(『文
学
史
研
究
』

一
二

号
、

一
九
八

一
年
)。

「室
町

以
前

〈朗
詠
注
〉
書
誌
稿
」

(注

7
前
掲
書
)
。

魚
住
惣

五
郎

「河
内

天
野
山
金
剛
寺

の
沿
革
」

(『古
社
寺

の
研
究
』、
星
野
書
店
、

一
九
三

一
年
)
、
『大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
六
輯

『
天
野

行
宮
金
剛
寺
古
記
』

(
一
九
三
五
年
)、
岸
本
準

二

「天
野
行
宮
金
剛
寺
ー
勤

皇
僧

禅
恵
法
印
「
」

(『大
阪
文
化
史
研
究
』、

星
野
書
店
、

一
九

四
三
年
)
参
照
。

注

8
に
同

じ
。

牧
野
和
夫

「『扶
桑
蒙
求
私
注
』
を
通

し
て
見

た

一
、
二

の
問
題
i

「宇
治
記
」
秩

文

の
こ
と
「
」

(『中
世

の
説
話
と
学
問
』、
和
泉
書
院
、

一
九
九

一
年
)

黒
田
彰

「三
国
伝
記
と
和
漢
朗

詠
集
和
談
妙
」

(注
7
前
掲
書
)。

「天
台
談
所
と
和
漢
朗
詠
集

」
(注

7
前
掲
書
)
。

同
じ
く
金
剛
寺
に

「
捌
釈
」

と
題

さ
れ
た

一
冊
が
伝
存
す

る
。
縦

二
八

・
○

㎝
、

横

一
五

・
二

㎝
。
綴
帖
装
。
墨
付

四
十

二
丁
。
白
絹

の
綴
糸
も
残
る
が
、
虫
損
が

は
な
は
だ
し
い
。
鎌
倉
前
期

の
書
写

か
。
「
釈
迦
」

「微
多

(弥
陀
か
)
」
「
寛
施
御
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(勧
世
音
)
菩
薩
」
「亦
至

(薬
師
)」
「吉
祥
天
」
「心
経
」
「
三
身
」
等
の
標
目
が

あ
る
。
最
近
、
影
印
に
付
さ
れ
た
青
蓮
院
旧
蔵

『諸
仏
菩
薩
釈
義
』
(久
曽
神
昇
編

『不
空
三
蔵
表
制
集
他
二
種
』、
汲
古
書
院
、

一
九
九
三
年
)
に
類
似
し
た
興
味
あ

る
文
献
で
あ
る
。
こ
の
書
の
末
尾
二
丁
と
後
表
紙
裏
に
は
、
ほ
と
ん
ど
真
っ
黒
に

な
る
ほ
ど
の
習
書
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

「倭
漢
朗
詠
抄
」
と
書
か

れ
た
二
行
が
残
る
。

な
お
、
白
居
易
の

「新
楽
府
」
も
幼
学
書
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
金

剛
寺
に
は
そ
の

「新
楽
府
」
の
注

『
楽
府
注
少
々
』
も
遺
存
す
る
。

こ
れ
に
つ
い

て
は
、
後
藤
昭
雄

「金
剛
寺
蔵
新
楽
府
注
」
(『平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』、
吉
川

弘
文
館
、

一
九
九
三
年
)
参
照
。

大
屋
徳
城

「平
安
朝
に
於
け
る
三
大
勢
力
の
抗
争
と
調
和
」
(『
日
本
仏
教
史
の
研

究
』
第
二
巻
、
東
方
文
献
刊
行
会
、

一
九
二
九
年
)
、
大
山
公
淳

「釈
摩
詞
術
論
真

偽
問
題
」
(『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
、

一
九
六
四
年
)
な
ど
参
照
。
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